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はじめに
　明治 5年の学制により義務教育制度が確立され、教員養成が急務となり、
同年に師範学校が設立された。しかしその体制が整うまでの間は、新しい教
育制度の模索が続いた。本論では明治 12年に改正された教則の意義と、そ
の背景にある教育理論を考察する。
　
I　高嶺秀夫と伊澤修二
　わが国最初の師範学校が設立されたのは明治 5年 5月であり、その目的は
授業法の研究開発であった。同年に頒布された学制第三十九章において「小
学校ノ外師範学校アリ此校ニアリテハ小学ニ教ル所ノ教則及其教授ノ方法ヲ
教授ス」（文部省 1974、15）とあり、教授法を教えることがその目的とされて
いる。これに続き「当今ニ在リテ極メテ要急ナルモノトス此校成就スルニ非
サレハ小学ト雖モ完備ナルコト能ハス故ニ急ニ此校ヲ開キ其成就ノ上小学教
師タル人ヲ四方ニ派出センコトヲ期ス」（文部省 1974、15）とあり、教員養成
が急務であったことがわかる。明治 8年、師範学科取調のために高嶺秀夫、
伊澤修二、神津専三郎がアメリカへ派遣された。この 3人の中で、高嶺秀夫
と伊澤修二は帰国後、日本の教育制度改革に尽力した。
　高嶺秀夫は明治 8年、ニューヨーク州オスウェゴー師範学校に留学する。
そこで 2年制の初級コースに入学し、共通学科・教育原理・教育哲学・教科
法・教育実習などを含む授業を履修した（村山 1970）。明治 11年 4月に帰国、
その後東京師範学校に勤め、教員あるいは校長として東京師範学校・高等師
範学校・女子高等師範学校に奉職し、師範教育に携わった。
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　高嶺と同じ明治 8年、伊澤修二は米国マサチューセッツ州ブリッジウォー
ター師範学校に留学した。明治 11年に帰国した後は、東京師範学校雇・学
校長補・校長を歴任する。そこで高嶺とともに師範学校の整備に尽力した。
　明治 12年、高嶺と伊澤は共に師範学校の教則改正に取り組んだ。これに
ついて、伊澤は以下のように述べている。
　
明治十二年に於ける東京師範学校の改革は・・・右の大改革をなすに就
いては、余と高嶺君とは殆ど一身同體といふ形で、力を戮せて決行した
のであったが、此改革案を立てる前には、二人で熱海に行き、起きても
寝ても此事ばかり話し合って、暫く計画が成熟した所で帰京し、着々こ
れを実際に現はしたのであって、殊に教育主義の如きに至ては、余と高
嶺君と符節を合するが如き意見であって、幸に良好の成績を収め得たの
であった・・・（伊澤 1980、49）　
　伊澤は、教則の改正、試業法の更定、簿冊の整頓の 3点がこの改革の柱で
あると言っている（1980、44）。本論はこれらの改正の中で、2人が特に力を
いれたと思われる実地授業と唱歌に焦点をあて、改正の背景にある教育理念
を考察する。
II　実地授業
　明治 6年、東京師範学校生徒の実地授業練習のため、附属小学校が設立さ
れた。この小学校は練習小学校と呼ばれたが、その時は実地授業という名称
ではなく、その規定もなかった。教則に実地授業が見られるようになったの
は、明治 7年 4月、東京師範学校教則が改正された時である。この改正にお
いては「授業法」の科目名で、「授業実地演習ノタメ附属小学ノ生徒ヲ受持タ
シム」とあり、時間数は「毎週交番」で、該当学年は第一級つまり最終学期で
ある（東京師範学校 1981、8）。
　以下、明治 11年までに施行された「授業法」における教則の改正を比較す
る。明治 7年 11月の改正教則では、「授業法」において「毎週交番附属小学ノ
生徒ヲ教授セシム」とある（東京師範学校 1981、11）。明治 8年 9月の改正教
則では、科目名が「実地授業」と変更される。その内容は「附属小学生徒ヲ教
授セシム」とある。学年は第一級つまり第二学年後半期で、最終学期に配当
されている（東京師範学校 1981、18）。明治 10年 7月の改正教則においても、
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2年半の修学年限のうちの最終学期である第一級第三年前半期に「実地授業」
が配当されている（東京師範学校 1981、24）。
　次に、高嶺と伊澤が改正した明治 12年の教則における実地授業の位置づ
けを見る。まず全科が予科、高等予科、本科に分けられた。予科から本科を
修業すると小学教員、予科・高等予科・本科を修業すると中学教員になる。
修業年限が小学師範科は半年、中学師範科は一年半、延長された（東京文理
科大学・東京高等師範学校 1931、21）。本科は下級と上級に分かれており、
それぞれ半年（18週間）の期限であるが、「実地授業」は本科の上級に課せら
れた（文部省 1966、339）。
　実地授業に関して、明治 12年の教則と明治 10年の教則と比較すると、配
当学年は前者も後者も最終学年で同じであり、教則上現れた変化は大きなも
のではない。しかし高嶺は実地授業を重視しており、実地授業が持つ意義は、
改正教則においてより大きなものになったと思われる。それは以下に引用す
る教則、高嶺の口述、師範学科取調員制度、高嶺の留学経験、新しい教授法
の導入などから判断できる。
　まず、明治 12年の教則には、それまでの教則との違いについて、以下の
ように書かれている。
此教則ノ特ニ他ニ異ナル所ハ実学知識ヲ求ルヲ主トスルヲ以テ文学ニ属
スル諸書ヲ除ク外凡ソ書籍ハ参考ノ為メ之ヲ授付シ而シテ必モ之ヲ読了
セシムルヲ要セサルノ一事ナリ・・・（文部省 1966、338）
つまり以前よりも「実学」を重視しており、「書籍ハ参考」であると言ってい
る。この場合の「実学」は専門科目のことであり、教育学が独立の科目となり、
学校管理法が加えられるという改正がなされたことから、教育関連の専門科
目が重視されるようになった。より専門性の高い教員を育てようという意図
が窺える。
　次に師範学校校長時代の高嶺が、師範学校の目的・性格について述べたこ
とを引用する。
是校たるや専ら教育学及び諸学科を教授する順序方法等を講究すべきも
のにして、即ち教育専門の学校なり、・・・
現今の師範学校に於ては、修業年限を永くし、初等及び高等の中学校に
於て修むべき学科を師範学校に於て教授し、以て教員たるに須要の学識
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を与え、然る後漸く師範学校の真面目たる教育学及諸学科を教授する順
序方法を修むるに至る、故に準備の学科に費す所の時日労力殊に多くし
て、却て主眼の学に充つる所のもの尠し、是れ豈其本体ならんや、・・・
故に之が為に、師範学校の真面目たる教育学及諸学科を教授する順序方
法即教授術を第二の地位に置かざらんことを切望す、・・・（倉沢 1965、
749-750）
　
　師範学校の目的は教授法を伝授することであり、今まで学科の修得に時間
が割かれていたのは、本来あるべき姿ではないと高嶺は言う。つまり、知識
を習得するよりも「教授術」を重視するのが、高嶺の理念である。「教授術」つ
まり「順序方法」を習得することが、師範学校の目的だとする。
　高嶺が教員養成の過程において教授法を重視していたことは、後に彼が
師範学科取調員として教員養成に努めたことからもわかる。明治 15年 4月、
東京師範学校長兼教諭である高嶺は、人材育成と教授法改良を目的として、
各府県から師範学科取調員を東京師範学校に招集し講習を受けさせる旨を文
部省へ上申した。文部省はそれを受け、6月に以下のように府知事へ伝えた。
漸次師範学校ヲ改良スルハ目下教育上緊要ノ件ニ付、各府県ニ於テモ教
員或ハ吏員ヲ東京師範学校ニ派遣シ、該校教授法等ヲ実地ニ就テ講究セ
シメラレシ候・・・
前半年ヲ以テ師範学校中殊ニ重要ノ学科、即教育学・心理学・学校管理
法・諸科教授法ヲ教授シ、後半年ヲ以テ実地ニ就テ授業ノ方法ヲ練習セ
シメ候（倉沢 1965、978）
　講習の内容は前半が教育学や心理学などの専門教科で、後半が実地授業で
ある。これは、師範学校の本科で学ぶ内容と同じである。そもそも明治 12
年の教則において本科と予科を分けたのは、「まず物事に関する科学的知識
を教育し、ついで教職に関する専門的な知識、技術を習得させる形式をとっ
た」からである（文部省 1974、890）。つまり本科は教育学と実践を学ぶ課程
と位置づけられている。師範学科取調員もまた、その課程の後半は実地授業
に費やされた。
　高嶺が実地授業を重視したその背景には、彼が留学したオスウェゴー師範
学校の影響もあるかもしれない。オスウェゴー師範学校の基本理念はペスタ
ロッチ主義に立脚する教授方法（実物教授）であり、教授法と教師育成を一
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体として考えた。特にイギリスから招聘されたジョーンズは、ペスタロッチ
の原理を実際に教授する指導を行うために、練習学校における教育実践を自
ら指導監督した（小野 1983、14）。高嶺が在学していた時にオスウェゴー師
範学校が教育実習にあてた期間は 20週間で、附属の練習学校で実施された
（小野 1983、11）。当時高嶺は文部省にあてて、教育実習のために 20週間の
留学延期を願い出たことから、高嶺は師範学校において教育実習が極めて重
要な科目であると認識していたと思われる（小野 1983、11）。一方、伊澤が
留学していたブリッジウォーター師範学校が、どの程度教育実習の意義を認
めていたかは疑問である（小野 1983、12）。ブリッジウォーター師範学校創
立時に併置されたモデルスクールは 1850年に閉鎖されていて、1891年まで
実験学校は存在しなかったからである（小野 1983、11）。
　高嶺が実地授業を重視した背景としてもう一点考えられることは、この時
期に新しい教授法が導入され、それを師範学校生が実地授業を通して新しい
教授法を会得する必要があったからである。それ以前の教授法は「模範、復習、
問答、暗誦等を主とし」たものであった（東京文理科大学・東京高等師範学
校 1931、316）。明治 6年 5月の師範学校小学教則に庶物指教を背景にした「問
答」という教科が設置された。その指導書も出版されたが、その教授法の目
的や指導の意図などが十分に理解されず、庶物指教は明治 10年前後から行
き詰ってしまった（倉沢 1965、965-966）。高嶺と共に教則改正に関わった伊
澤も従来の教授法を批判している。本を生徒に読ませるのみで、教授法や真
の知識を得ることは考慮されず、教育科でさえ本を読ませるだけで、他の学
科も同様であり、従来の教則を改める必要があったと言う（伊澤 1980、43）。
　高嶺と伊澤が導入しようとしたペスタロッチ主義は、そのような従来の教
授法と異なるものであった。「改正教授術」に書かれた教授法を抜粋すると、
例えば以下のようなものである。
　
動作に慣れさせる、手を習練させる
心を作ってから給する
発見するまで説明してはいけない
既知より未知へ進む（東京文理科大学・東京高等師範学校 1931、319-
320）
　
　つまり、教育理念の改革に伴う教授法の変化を実地訓練する必要があった
のである。新しい教授法を日本国中に広めるためには、実地授業が不可欠だっ
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たと思われる。その流れを受け、東京師範学校の卒業生は、全国各地で教員
に新しい教授法を指導することになる。
　
III　唱歌
　明治 12年の教則におけるもう一つの改正は、唱歌を科目に加えてそれを
実施したことである。明治 5年の小学校学科課程に唱歌科が設置されてはい
たが、実際どのような歌をどうやって歌わせるかがわからず、実施されてい
なかった（東京文理科大学・東京高等師範学校 1931、244）。
　唱歌は、伊澤が長い間関心を持っていた分野であった。伊澤は留学する前
年の明治 7年 3月、愛知師範学校長となる。その一事業として、幼少の子供
を集め遊戯唱歌を教えた。伊澤は師範学校教員の野村秋足に命じ、地方の童
謡を集めさせ、それに遊戯を加えた。当時文部省にいたモルレーが童謡と
遊戯を見て感激し、その後モルレーは師範学科取調の留学生として伊澤を
推薦し、師範学科取調のための留学が実現したといういきさつがある（伊澤
1980、24-25）。
　伊澤自身は、ブリッジウォーター師範学校で唱歌を学ぶことになる。しか
し、音楽には大変な苦労をしたようだ。その苦労は、以下のように述べられ
ている。
　
音楽が少しも出来なかったといふことである・・・音譜などが殆んども
のにならず、12（ヒーフー）丈けは可いが、3（ミイ）となり 4（ヨオ）とな
れば皆上り過ぎて、先生にも叱られ自分は尚種々に苦心したけれ共、そ
れでも殆んど唱歌にならなかった・・・（伊澤 1980、28）
　
　見かねた校長は伊澤に対して唱歌を免除すると言ったが、伊澤はそれに甘
んじなかった。ボストン在住のメーソンという音楽教育家を訪ね、毎週金曜
日にボストンに行き、唱歌の指導を受けた。その結果、卒業するまでには普
通に出来るようになった（伊澤 1980、28-29）。
　伊澤は、当時の日本人留学生は音楽や美術などの「高尚なる情操の発達」
が十分ではなく、それは日本の文化が劣等であることを示しており、従って
日本でも将来は全国の学校で「唱歌を加へねばならぬ」と思った（伊澤 1980、
29）。帰国後、音楽取調掛を創設することを進言し、明治 12年東京師範学
校長と兼ねて音楽取調御用掛を命ぜられた（東京文理科大学・東京高等師範
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学校 1931、244）。そして明治 13年 3月、東京師範学校附属小学校生徒に始
めて唱歌教授を実施した。これが唱歌教育の嚆矢である。（東京文理科大学・
東京高等師範学校 1931、245）。一方、高嶺はオスウェゴー師範学校で、唱
歌を履修していない（小野 1983、14）。したがって、唱歌が教科に加わった
ことは、伊澤の意見が反映されていると言えるだろう。
おわりに
　明治 12年の教則改革は、伊澤が言うように「大改革」であった（伊澤 1980、
49）。『創立 70年』においても、「頗る面目を一新した」と評価されている（東京
文理科大学・東京高等師範学校 1941、63）。本論ではその改正の一部である
実地授業と唱歌を取り上げた。伊澤と高嶺がそれぞれ留学先で学んで経験し
たことが、明治 12年の教則に大いに反映されていると言える。
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